
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○校内研を充実させ、教職員の指導力
（ICT活用も含め）を磨き、高める。
○学力向上に向けた取り組み
○チーム担任制・教科担任制等の各教
師の専門性を活かした指導を行う。
○読書の推奨

○学習状況調査等で、すべての領域に
おいて「おおむね達成」する。
○「学校でICTを活用している」と回答し
た児童80％以上
○家庭学習頑張り週間で、目標時間を
達成した児童が70％以上
○図書の貸出冊数目標を達成した児童
が80％以上

・校内研究で、教師同士の授業参観推
進月間を年３回設ける。日々の情報交
換等のチーム力によって、個々の指導
力を高める。
・落ち着いた授業環境、学習規律の場
作りを推進する。（学習道具をシンプル
にすることを推奨・朝読書・学習流れの
統一・話し合い活動の推奨・「つなぐ
カード」の活用）
・より学びを深める効果的なICT活用を
推進する。
・家庭学習がんばり習慣・自学の取り組
みの推奨（優れた自学の掲示・表彰）
・各ブロックに応じた目標（低１２０冊
中１００冊　高８０冊）を目指し、読書好
きの子どもを育てる。

・ ・ ・

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○「自分にはよいところがある」と回答し
た児童80％以上

・学校全体で、計画的・継続的児童の
心に届く人権教育（人権教室６回、人権
集会１回）や道徳に取り組む。

・ ・ ・

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○学校生活を肯定的にとらえている児
童80％以上
○いじめを初期段階のものも含めて積
極的に認知し、その解消に向けた取り
組みを早期にスタートする。

・「いじめ・心を考える日（毎月10日）」と
連携させた「月の心」アンケートを実施
し、いじめの早期発見につなげる。
・事態の内容や問題を的確に把握する
と共に、職員同士の情報連絡会を密に
し、その後の方向性を明確にし、スピー
ド感のある指導・対応を行う。児童や保
護者への周知・理解をきめ細かに行う。
（ガラス張りの生徒指導、早期発見・組
織的対応、チーム担任制・チームでの
動きを導入。）

・ ・ ・

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとす
るための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めて
くれていると思う」と回答した児童80％
以上
●「将来の夢や目標を持っている」と回
答をした児童80％以上

・「出番・役割・承認」のサイクルを大切
にし、児童のやりがいや自己肯定感を
高めながら、心を育んでいく。
・児童の自主性や意欲を尊重した学校
行事、児童会活動、縦割り班活動、学
級活動を充実させる。感想交流による
児童同士の認め合いを充実させる。

・ ・ ・

●健康・体つくり

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成
●安全に関する資質・能力の育成

●「健康に良い食事をしている」と回答
した児童80％以上
●児童の交通事故を０（ゼロ）にする。

・「給食週間」「ふるさと食の日」の実施
を通して、児童や保護者へ食の大切さ
を周知する。
・交通安全教室や避難訓練等を計画的
に実施しするとともに、家庭へも指導内
容を発信し、児童の交通安全や防災安
全への意識を高める。

・ ・ ・

●業務効率化の推進と時間外在校等
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・慣習にとらわれず、業務のやり方など
を工夫し、超過勤務時間を、昨年度より
削減する。毎週金曜日は定時退勤日と
する。
・職員会議を２ヶ月に１回実施するな
ど、会議の効率化を図り、年次休暇を
取りやすくする。

・ ・ ・

○働きやすく、活気に満ちた職場作りを
目指す。

○「働きやすい職場環境である」と回答
した職員が80％以上

・チーム担任制（４年生）の導入および
それ以外の学年にもチームでの動きを
導入し、働きやすい環境をつくる。
・コミュニケーションや同僚性を大切　に
し、働きやすい、活気のあるチーム牛津
小（職場）にする。

・ ・ ・

●特別支援教育の充実

○特別支援教育に関する教員の専門
性と意識の向上

○特別支援教育に関する専門性が向
上したと回答した職員が80％以上

・全ての職員が、特別支援教育、UD教
育に関する理解や知識を深めると共
に、具体的かつ実践的指導や支援の
方法などを習得できるように、特別支援
教育の研修の充実に努める。

・ ・ ・

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○志を高める教育

○◎ふるさとを愛する教育 ○牛津町が好きと回答した児童が90％
以上
○体験活動・見る・ふれあうなどの学習
がすきと回答した児童が90％以上

・地域人材を活用した学習活動を充実
させる。
・地域に学ぶ学習の充実
・児童によるボランティア活動、社会
支援活動等、社会へ貢献できる取組を
企画する。

・ ・ ・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・家庭・地域とのつながりを大切にし、豊かな心を育む活動が進んだ。児童の自己肯定感や役割意識が向上したが、学びを日常生活に活かす取り組みがさらに必要である。

・楽しくわかる授業づくりと校内研究が充実し、児童の学習意欲が高まり、授業の改善が進んだ。教科間での統一的なアプローチが求められる。

・地域との連携と貢献活動が進み、児童は学校行事を楽しんでいる。地域との協力体制をさらに強化する必要がある。

・特別支援教育とユニバーサルデザインを意識した指導が充実し、全児童に対応した環境が整った。支援が必要な児童への更なるサポートが求められる。

・安心・安全な教育環境が確保され、いじめの認知件数が少なく、児童は学校生活を楽しんでいる。いじめ防止対策のさらなる強化が必要である。

２　学校教育目標 自ら学自ら学び　心豊かに　笑顔輝く　津保美っ子の育成　～つなぐ～

３　本年度の重点目標

①　家庭・地域とのつながりを大切にしながら育む豊かな心（出番・役割・承認）の醸成

②　児童がより楽しくわかる授業つくりと校内研究の充実

③　地域とともに歩み、地域へ貢献できる学校の推進

④　特別支援教育・UD(ユニバーサルデザイン）を基盤とした教育の充実

⑤　安心・安全な教育環境の充実

学校名 小城市立牛津小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


